
ちひろ・母のまなざし

安曇野ちひろ美術館　展覧会のご案内
2010年3月1日(月)～5月11日(火)

その辺に赤ちゃんなんかいると

自分のひざの上に置いておきたい。

親はどうしても

さわらずにはいられないものじゃないかしら。

私はさわって育てた。

小さい子どもがきゅっとさわるでしょ、

あの握力の強さはとてもうれしいですね。

（いわさきちひろ　1971年）

母となったちひろは、成長していくわが子の姿をスケッチ

や作品のなかに描きとめました。母親としての実感は、水

彩によるあかちゃんの傑出した作品を生み出します。いの

ちを慈しみ育てる母親としての思いは、生命をも脅かす戦

争を許さず、平和への願いへと通じています。

本展では、母のまなざしが感じられる、あかちゃんの代表

作、息子をモデルに幼児の生活体験を描いた『ひとりでで

きるよ』、ファーストブックのミリオンセラー『おふろで

ちゃぷちゃぷ』、平和への思いを込めた『母さんはおるす』

の絵本原画、育児書のカットやスケッチなどを展示します。

展示室１

主な展示作品
▲

同時開催：ちひろの母・岩崎文江

出品点数：約60点

母の日　1972年

 シャツを脱ぐ子ども　1970年　
『おふろでちゃぷちゃぷ』より

「母さんは戦場にいっておるす」1972年

いわさきちひろ　1918-1974

1918年(大正7)、福井県武生に生まれ、東京で育つ。東京府立
第六高等女学校卒業。画家。子どもを生涯のテーマとして描く。
1950年松本善明と結婚し、翌年32歳で長男猛(安曇野ちひろ美
術館館長)を出産。10ヶ月と1歳のあかちゃんをモデルなしで
描き分けた確かなデッサン力は子育ての中で培われた。

「アヒルとクマとあかちゃん」1971年、「ピンクの帽子のあかちゃん」1971年、
「息子猛を抱く自画像」1951年、「息子・猛３態」1951年(スケッチ)、「お子様ランチ」1959年、
「顔を洗う男の子」1956年　『ひとりでできるよ』より（息子をモデルに）　　　　　　▲

ギャラリートークスライドトーク

展 示 関 連 イ ベ ン ト

3/13、27、4/10、24、5/8（土）

いずれも14：00～14：30

展示室で作品の解説や見どころなどをお話します。

参加自由　参加無料（入館料のみ）

4/4（日）14：00～15：00

母としてのちひろのエピソードや作品の魅力を、

スライドを使い、分かりやすく紹介します。

参加自由　参加無料（入館料のみ）


